
【被災地の現在の状況】

　道路や公園などの公共施設の復旧はほぼ完了していますが、今な
お仮設住宅での生活を余儀なくされている方も多く生活再建が課題と
なっています。今年度には災害公営住宅の入居も開始され、緊急避難
道路の整備や被災した地区の土地区画整理事業も進められているとこ
ろです。
【市役所での仕事】

　市道の維持修繕工事・交通安全施設設置工事の監督業務
【今、思うこと】

　震災から3年以上が過ぎ、災害復旧については順調に進んでいますが、復興事業について
は課題も多く、完了までにはまだまだ時間が必要です。また、仮設住宅に住まわれている
方たちの中には、将来への不安を抱えている方が多いのも実情です。残りの派遣期間、市
民の方たちが震災前の生活に少しでも近づけるよう、また多賀城市の復興の力になれるよ
うに努めたいと思います。

　笠間市では、東日本大震災により被災した市町村の復旧の一助となるべく、平成24年度から岩手県宮古市と宮城県
多賀城市に職員を派遣しています。派遣されている2人は平成26年4月から被災地に赴任し、現地の職員と共に、避難
路の整備や防災に関する業務、道路の修繕工事にあたるなど、復旧復興に尽力しています。

人口：62,459人（平成26年8月1日現在）
面積：19㎢
位置：宮城県の中央部に位置し、仙台市に
隣接していることから、ベッドタウンとし
て発展してきた街。

宮城県多賀城市

人口：57,012人（平成26年8月1日現在）
面積：1,260㎢
位置：岩手県沿岸部のほぼ中央に位置し、
本州最東端の街。県庁所在地である盛岡市
から宮古市内中心部まで約100㎞

岩手県宮古市

【被災状況】
津波の最大波：4.6ｍ以上
　　　　　　 市内の約1/3以上が浸水
死者数：188（218）名（関連死を含む）
行方不明者数：0名
仮設住宅：約1,066世帯、2,374名が入居

【被災状況】
津波の最大波：8.5ｍ以上
死者数：517名
行方不明者数：94名
仮設住宅：約1,500世帯、約3,100名が入居

【被災地の現在の状況】

　震災から3年が経過し、市内中心部ではあれほど甚大な被害をもたらした大津波があったとは思えない
ほど日常の生活が戻っています。しかし、海岸部は更地になったままの土地が嵩上工事を待っており、ま
だまだ「復興」には程遠く、いまだに多くの市民の方々は仮設住宅での暮らしを余儀なくされています。
【市役所での仕事】

　津波避難路の整備、各種防災訓練の計画および実施、自主防災組織に関する事務など
【今、思うこと】

　笠間市では感じる事ができない海との密接な関わり、素晴ら
しい数々の恵や営みを与えてくれるという反面、津波等の脅威を改めて感じています。
各種メディア等で取り上げられてさまざまな映像を目にする機会がありましたが、実際
に現地で見聞きする事はすべて想像以上の事ばかりでした。
　そのような中で、宮古市民の防災意識の高さに驚いています。一日も早い復興に向け、
地域の方々と共にがんばりたいと思います。
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